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人口と世帯
平成20年8月31日現在

各課への直通電話がございます。
山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産業情報課
企画情報センター
税　 務　 課
健康福祉課
会　 計 　室
建　 設　 課
議会事務局
教育委員会
歴史資料館

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,946人（－12)

　男　　1,860人（－12)

　女　　2,086人（　  0)

世帯数　1,251戸（　  1)

■P２～３　特集～山江村の交通形態を考える～

■P４～　　村人インタビュー

■P５～17　村内トピックス

■P18～19　お知らせ
　　　　　　むらの動き

全国のボンネットバスが大集合！（2～3頁に記事掲載）

た　　びと　　き

山江村の情報はこちらから 山江村公式ホームページ　http://www.vill.yamae.lg.jp
やまえ村民てれび　         http://ystv.vill.yamae.lg.jp

全日本カヌー見事成功
　全日本カヌー大会は七月十五日万江川渓谷の淡島
を中心に開催され、地元淡島の受入れ態勢万全の裡
に六十人の選手、百名近い役員、三千人に上る大観
衆、RKBテレビ機械スタッフを吸収し、競技運用のう
まさと相まって大成功を収めた。各新聞、テレビ放送
で既報。
　全日本カヌースラローム、ワイルドウォーター大会
は快晴の七月十五日清流と緑と太陽を売物の所謂渓
谷美を誇る万江川で午前中スラロームを淡島コース
の六百米、午後ワイルドウォーターを屋形、淡島コー
スの三千五百米で実施され、奇岩と激流の中でレース
が繰り展げられた。

～記事より抜粋～

食欲の秋！
　秋の食材といえば、脂ののったさんまや鮭・鯖・
鰯にほくほくの里芋、その他きのこ・栗・柿‥‥と
思い出すだけでも食欲がわいてきます。
　季節の変わり目は特に体を崩しやすく、夏の疲れ
も残っているかもしれません。秋の夜長で食事の時
間まで遅くならないように、三度の食事の時間を決
めて、旬を味わい、体のリズムをとり、調子を整え
て、楽しい時を過ごしましょう。

エネルギー：184kcal 　たんぱく質：12.7ｇ
１鰯は頭と内臓を取り除く。トマトは湯むきし１㎝角に
切り、梅干しは種を除き適宜ちぎる。

２フライパンにオリーブ油を熱し、鰯を並べ両面をこん
がりと焼く。酒を加え、弱火で煮立て、鰯を取り出す。

３フライパンをペーパタオルでふき、オリーブ油を熱し、
トマトをいれ木べらで軽くつぶし、梅干しを加え時々
混ぜながら４～５分煮る。

４汁がトロリとしてきたら、鰯を戻しいれさっと煮て塩
少々で味を調える。器に盛り、スライスしたレモンと
パセリを飾る。

9月号2008
NO.222

SEPTEMBER

やまえ広報第22号（昭和48年8月1日発行）から

淡島に咲いた 　　
カヌーの花　

いわしの梅トマトソース煮

★材料（４人分）　分　量
・いわし　　　　　　４尾
・トマト　　　　　中４ヶ
・梅干し　　　　　大１ヶ
・オリーブ油　　　　大１
・　酒　　　　　　　小４　
・　塩　　　　　　　少々　
・レモン　　　　　　少々
・パセリ　　　　　 1/2ヶ

日野BA14改
（広島県）

ニッサンU592
（高知県）

ニッサンU690
（広島県）

トヨタDB90
（高知県）

トヨタDB100
（広島県）

「かよこバス」
（広島県）

いすゞBXD20
（大分県）

いすゞBXD30
（香川県）

いすゞBXD30
（山江村）

いすゞBX341
（新潟県）
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特 集

○
全
国
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

大
集
合
!!

　

９
月
14
日
（
日
）、
役
場
前
広

場
に
お
い
て
「
全
国
の
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
大
集
合
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
９
台
と

広
島
の
か
よ
こ
バ
ス
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
や
レ
ト
ロ
バ
イ
ク
な
ど
昭

和
の
逸
品
が
一
同
に
展
示
、
隣
の

山
江
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
関
す
る

資
料
展
も
行
い
ま
し
た
。

　

開
場
前
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
っ
た

人
や
家
族
連
れ
の
人
が
訪
れ
、「
懐

か
し
い
」、「
か
わ
い
い
」

と
い
っ
た
声
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
１
万
人
を

超
す
人
が
訪
れ
、
う
ど
ん

や
ヤ
マ
メ
、
加
工
品
な
ど

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し

て
い
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
ラ
ッ
パ
隊

の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開

会
、
内
山
村
長
が
「
全
国

で
９
台
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
が
集
ま
る
の
は
非
常
に
珍
し

い
こ
と
。
存
分
に
楽
し
ん
で
ほ

し
い
。」
と
挨
拶
。
ラ
ッ
パ
隊
の

演
奏
や
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
関
係
者

か
ら
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
関
す

る
ス
テ
ー
ジ
ト
ー
ク
な
ど
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
と
午
後
２
時

に
は
各
５
台
ず
つ
の
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
体
験
試
乗
を

行
い
ま
し
た
。
乗
車
記
念
券
を
求

め
て
１
時
間
以
上
前
か
ら
受
付
に

は
１
０
０
人
を
超
す
長
い
列
が
で

き
、
並
ん
だ
の
に
乗
車
記
念
券
を

も
ら
え
な
い
人
も
。
乗
車
記
念
券

を
も
ら
っ
た
人
は
好
き
な
バ
ス
に

乗
り
こ
み
、
20
分
程
の
バ
ス
の
旅

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

午
後
４
時
に
行
わ
れ
た
パ
レ
ー

ド
に
は
沿
道
に
も
た
く
さ
ん
の
人

が
詰
め
掛
け
、
９
台
の
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
が
一
列
に
並
び
、
村
内
や

人
吉
市
内
を
最
後
の
時
間
を
惜
し

む
か
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
走
っ

て
い
ま
し
た
。

ボンバスの試乗体験

レトロバイク

ボンバス関係者によるステージトーク

ラッパ隊によるファンファーレ

今回出展されたバス
日野 ＢＡ１４改 福山自動車時計博物館（広島県）
ニッサン U ５９２ 技研製作所（高知県）
ニッサン Ｕ６９０ 福山自動車時計博物館（広島県）
トヨタ ＤＢ９０ 技研製作所（高知県）
いすず ＢＸＤ３０ マロン号（山江村）
いすず ＢＸＤ３０ やなぎや観光有限会社（香川県）
トヨタ ＤＢ１００ 福山自動車時計博物館（広島県）
いすず ＢＸＤ２０ 九州自動車歴史館（大分県）
いすず ＢＸ３４１ 魚沼交通（新潟県）
かよこバス 廣島かよこバス活用委員会（広島県）
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ト
バ
ス
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
は
、

村
内
や
近
隣
市
町
村
、
遠
く

は
宮
崎
県
え
び
の
市
か
ら
24

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

は
、
今
後
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て

い
く
た
め
実
施
し
た
も
の
で

し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
、

当
初
予
定
し
て
い
た
淡
島
神

社
参
拝
な
ど
を
中
止
し
、
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
で
村
内
や
人
吉
市
内

を
巡
り
、
参
加
者
に
は
ゆ
っ
く
り

と
し
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
旅
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

球
磨
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

の
展
開
と
集
落
維
持
・
活
性
化
」

に
つ
い
て
、
内
山
村
長
、
熊
本
学

園
大
学
教
授
山
中 

進
氏
、
熊
本

産
業
遺
産
研
究
会
会
長 

松
本 

晉

一
氏
、
球
磨
地
域
振
興
局 

伊
藤 

昌
浩
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
意
見
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
村
内
や
人

吉
球
磨
地
域
か
ら
１
０
０
名
を
超

え
る
人
が
参
加
さ
れ
、「
ま
る
お

か
号
の
夜
間
の
運
行
便
数
を
１
便

作
っ
て
ほ
し
い
」、「
SL
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
今
後
マ
ロ
ン
号
の

活
用
、
ま
る
お
か
号
の
見
直
し
等

を
行
っ
て
い
く
上
で
非
常
に
参
考

と
な
り
ま
し
た
。

○
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
よ
る

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　

９
月
15
日
（
月
）、
ボ
ン
ネ
ッ

　

今
回
出
展
い
た
だ
い
た
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
関
係
者
の
方
々
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

○
人
吉
球
磨
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

　

９
月
13
日
（
土
）、
山
江
村
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
「
人
吉
球
磨
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
内
山
村
長
の
挨
拶

の
後
、「
地
域
交
通
を
め
ぐ
る
最

近
の
動
き
～
観
光
振
興
と
の
連
携

も
含
め
て
～
」
と
題
し
て
東
海
大

学
大
学
院
教
授
渡
辺 

千
賀
恵
氏

よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
村
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
実
践
報
告
と
し
て

予
約
制
乗
合
バ
ス
「
ま
る
お

か
号
」
の
利
用
状
況
報
告
と
、

実
際
に
ま
る
お
か
号
を
利
用

し
て
福
岡
か
ら
本
村
の
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ま
で
来
ら
れ

る
福
岡
市
在
住
の
米
倉
さ
ん

の
利
用
状
況
と
ま
る
お
か
号

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
映
像
で
紹
介
し
ま
し

た
。

　

い
っ
た
ん
休
憩
を
は
さ
ん

だ
後
、
株
式
会
社
地
域
総
研 

佐
藤 

和
弘
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、「
人
吉

発動機

パネリストの皆さん シンポジウムの様子

ミニ SL も登場

クラシックカー

色とりどりのボンバスが勢ぞろい
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今
年
４
月
に
黎
明
館
か
ら
健
康

の
駅
へ
移
動
し
た
社
会
福
祉
協
議

会
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
で
あ
る

谷
山
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

て
き
ま
し
た
。

ＰＬＯＦＩＬＥ

谷山　晴夫
（たにやま　はるお）
山田東浦地区在住

趣味：ゴルフ
一言：相撲のきめ技は上手投げ！

（すべてを上手にこなすよ
り、これだけは人に負け
ないという決め技を持つ
ことを信念としている。）

谷
山　

健
康
の
駅
へ
と
移
転
し
て

か
ら
、
訪
問
さ
れ
る
方
が
多
く
な

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

健
康
志
向
の
中
、
神
和
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い

た
健
康
器
具
が
あ
る
こ
と
も
要
素

の
ひ
と
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

訪
問
さ
れ
る
方
か
ら
は
、「
寄
り

や
す
く
な
っ
た
」
と
の
声
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
い

う
の
は
、
み
な
さ
ん
の
声
を
直
接

聞
け
る
と
い
う
意
味
で
も
大
変
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。
寄
り
や
す
い

場
所
で
あ
る
よ
う
に
、
職
員
の
方

に
は
笑
顔
で
接
し
て
明
る
い
環
境

に
し
よ
う
と
日
頃
か
ら
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
）
こ
れ
か
ら
の
課
題
は

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

谷
山　

課
題
と
い
う
と
沢
山
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
２
点
Ｐ
Ｒ

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
ひ
と
つ
に
、
３
年
ほ
ど
前

か
ら
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
な
く

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
が

村
制
施
行
１
２
０
周
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
福
祉
大
会
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
、
ご
参
加

の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

２
つ
目
に
、
社
協
で
は
車
椅
子

の
ま
ま
乗
車
で
き
る
福
祉
車
両
を

２
台
所
持
し
て
い
ま
す
。
使
用
も

簡
単
で
す
の
で
、
沢
山
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
無
償
※
で
貸
し
出
し
て
お

山江村社会福祉協議会事務局長

谷
たにやま

山晴
はる

夫
お

さん

多
様
化
す
る
福
祉
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
た
い

第
２
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
の
ご
案
内

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
※
燃
料
を
入
れ
て
返
却

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

（
聞
き
手
）
谷
山
さ
ん
の
夢
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

谷
山　

夢
と
は
少
し
違
い
ま
す
が

…
、
福
祉
と
は
差
別
な
く
平
等
に

く
ら
せ
る
社
会
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

社
協
と
い
う
の
は
ま
さ
し
く
そ

れ
を
実
現
す
る
機
関
で
す
の
で
、

大
変
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
て
お

り
ま
す
が
、
村
民
の
方
々
に
貢
献

出
来
る
と
い
う
実
感
も
大
変
感
じ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

民
間
で
働
い
て
い
た
と
い
う
視

点
を
生
か
し
な
が
ら
、
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

１　

試
験
の
種
類

　

⑴
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

⑵
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

⑶
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

２　

試
験
の
日
時
及
び
試
験
場
所

　

⑴
日
時
：

　
　

平
成
20
年
11
月
16
日
（
日
）

　

甲
種
及
び
乙
種
全
類
：

　
　

９
時
40
分
着
席
、
10
時
開
始

　

丙　

種
：

　
　

12
時
40
分
着
席
、
13
時
開
始

　

⑵
場
所
：

　
　

熊
本
市
、
八
代
市
、
玉
名
市
、

　
　

天
草
市

３　

願
書
受
付
期
間
等

　

⑴
受
付
期
間

　
　

平
成
20
年
９
月
17
日
㈬
か
ら

　
　

25
日
㈭　

９
：
00
～
16
：
30

郵
送
の
場
合
は
９
月
25
日
の

消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効

で
す
。

　

⑵
受
付
場
所

　
　

㈶
消
防
危
険
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

熊
本
県
支
部

　
　

熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
11
─
４

　
　

県
教
育
会
館
４
階

４　

問
い
合
わ
せ
先
等

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
支
部
（
電
話
：
０
９
６

　

─
３
６
４
─
５
０
０
５
）

　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部

　
（
電
話
：
２
２
─
５
２
４
１
）

（
聞
き
手
）
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
？

谷
山　

よ
く
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
降　

社
協
）
は
何
を
し
て
い

る
の
か
質
問
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
介
護
に
関
し
て

は
訪
問
事
業
や
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
在
宅
介
護
機
器
の
貸

出
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
他
に
も

高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象
に
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
、
料
理
教
室
、
地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
上

げ
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

社
協
の
仕
事
は
年
々
多
様
化
し

て
い
て
、
私
も
答
え
る
の
に
迷
っ

て
し
ま
う
く
ら
い
で
す
（
笑
）

（
聞
き
手
）
黎
明
館
か
ら
健
康
の

駅
へ
移
転
し
て
ど
う
で
す
か
？

車椅子が乗車できる福祉車両

利用できる健康器具
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第 58 回　球磨郡民体育祭結果報告

第 63 回 熊本県民体育祭出場

　５月から７月にかけて第５８回郡民体育祭
が行われ、本村からは、各種目２４のチーム
が出場し熱戦を繰り広げました。
　主な結果（入賞者一覧）は左記のとおりと
なっております。
　出場された選手の方々大変お疲れ様でし
た。また、多くの声援をいただきました村民
の皆様、大変ありがとうございました。

種　　　　　目 順位 選　手　名

クレー射撃 団　体 ２位 横山守、横山武、立山健志
個　人 ２位 横山　守

ソフトボール 男　子 ３位 豊永知満監督他 14 名
女　子 ３位 岩本和弘監督他 16 名

軟式野球 ３位 田原龍太郎監督他 14 名

卓　球

団　体 ３位 橋本誉監督他 17 名
男子 50 以上 優勝 西　政明
女子 40 以上 優勝 勝原　聖美

一般女子 ３位 吉村　香寿美
四半的弓道 団　体 ３位 前田健一監督他９名

バドミントン

男子団体 ３位 平山達也監督他 14 名
女子女子 ３位 前田由美監督他８名
40 代男子 優勝 横山　浩之
40 代女子 優勝 横山　理恵
30 代女子 ２位 前田　由美
20 代男子 ２位 山下　忍

剣　道 女　子 ３位 山田　美栄子　

ボウリング 団　体 ２位 日熊正守監督他 14 名
個　人 準優勝 藤田　千代美

サッカー 準優勝 横谷憲俊監督他 16 名

水　泳

男子 25 以上 100 ｍメドレー ３位 上村、川内、嶽森、今村
男子 35 以上 100 ｍメドレー ２位 毎床、中竹、木口、松尾
男子 35 以上 200 ｍメドレー ２位 毎床、山北、松尾、中竹
男子 55 以上 25 ｍ平 ３位 木口　恒夫
男子 55 以上 25 ｍ自 ３位 中村　誠也
男子 35 以上 25 ｍ背 １位 毎床　哲也
男子 35 以上 50 ｍバタ ２位 　　〃
男子 25 以上 25 ｍ平 １位 嶽森　昇
男子 25 以上 50 ｍ平 １位 　　〃
男子 25 以上 25 ｍ平 ２位 川内　孝之
男子 25 未満 25 ｍ平 ３位 菖蒲　祐太郎
女子 25 未満 25 ｍ平 １位 横谷　美晴
女子 25 未満 50 ｍ平 ２位 　　〃
女子 25 未満 25 ｍ自 ３位 小崎　由紀恵
女子 25 未満 50 ｍ平 ３位 　　〃

なお、総合成績は７位でした。

９月２０日（土）、２１日（日）　玉名地域の各会場で開催されます。

競　技　名
競技開始日時

会　　　　場 選　手　名
20 日 21 日

ソ フ ト ボ ー ル 10：00 9：00 熊本県立玉名高校グラウンド 下拂　　勝

水 泳 13：20 8：30 玉名桃田運動公園市民プール
木口　恒夫　毎床　哲哉
嶽森　　昇

卓 球 11：30 9：00 玉名市立玉稜中学校 勝原　聖美

バ ド ミ ン ト ン 11：00 9：00
和水町体育館・和水町ふれあ
い会館

横山　浩之　横山　理恵
前田　由美　廣田　裕子

ボ ウ リ ン グ 13：00 9：00 司ボウル玉名 日熊　正守

テ ニ ス 9：00 9：00 玉名市蛇ヶ谷公園テニスコート 吉村　良次

ゲ ー ト ボ ー ル 13：30 9：00 和水町総合グラウンド 内田　良種　内田　綾子

ク レ ー 射 撃 9：00 玉名クレー射撃場 横山　　守

グラウンドゴルフ 13：30 9：00 南関町　セキアヒルズ 上村　一郎

計 １５名

山江村からは、以上の方々が選手または監督として出場します。
村民の皆様の暖かい応援を、どうぞよろしくお願いします。
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新
農
業
委
員
誕
生　

会
長
に
は
秋
丸
安
弘
氏

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
、
村
内
に
黄
色
い
田
園
風
景

を
創
り
だ
し
た
菜
の
花
か
ら
、
菜

種
を
収
穫
し
「
菜
の
花
油
」
を
搾

油
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ク
ボ
タ
農
機
か
ら
収
穫

用
機
械
の
協
力
を
得
て
、
1.1
㌶
の

面
積
で
約
500
㎏
の
菜
種
を
収
穫
し

ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
菜
種
は
乾
燥
、

選
別
を
行
っ
た
後
、
鹿
児

島
県
の
製
油
業
者
に
委
託

し
、
菜
種
か
ら
菜
の
花
油

を
搾
り
、
瓶
詰
め
さ
れ
製

品
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
１
反
当
り
の
収
量
が
少

な
く
、
出
来
上
が
っ
た
製

　

任
期
満
了
に
伴
う
山
江
村
農
業

委
員
会
の
改
選
が
７
月
６
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
の
農
業
委
員
会
は
、
選
挙

に
よ
る
委
員
８
名
と
村
議
会
推
薦

に
よ
る
委
員
２
名
、
農
業
団
体
推

薦
委
員
１
名
、
共
済
組
合
推
薦
委

員
１
名
、
土
地
改
良
区
推
薦
１
名

の
計
13
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
も
２
名
の
女
性
農

業
委
員（
内
田
直
美
氏
、東
明
美
氏
）

が
誕
生
し
、
７
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
初
総
会
で
は
、
秋
丸
安
弘
氏

が
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
３

年
間
、
公
正
な
立
場
の
も
と
、
法

で
定
め
ら
れ
た
業
務
は
も
と
よ

り
、農
用
地
の
有
効
活
用
や
農
業
・

農
村
の
振
興
対
策
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

「
菜
の
花
油
」
を
製
油

品
も
４
合
瓶
で
106
本
で
し
た
。

　

菜
の
花
の
播
種
時
期
を
な
る
べ

く
早
く
し
た
り
、
施
肥
な
ど
の
生

育
管
理
を
行
い
、
収
量
を
多
く
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

菜
種
の
製
油
は
、「Eco

燃
料

拡
大
推
進
事
業
」、「
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」、「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
の
一

連
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、
景
観
づ
く
り
と
し
て
の
菜
の

花
栽
培
か
ら
、
緑
肥
を
活
用
し
た

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ
る
環

境
保
全
型
農
業
へ
の
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
お
り
稲
の
収
穫
も
間
近

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
「
菜
の
花
油
」
の
廃
油

か
らBD

F

を
精
製
し
、ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
や
農
耕
用
車
両
を
走
ら
せ

る
計
画
で
す
。

職　　名 議席番号 氏    名 区 担当区域 選挙・選任の別 期別

会　　長 １ 秋丸　安弘 2区 2区 選  挙 ４

職務代理 ２ 小﨑　健二 12 区 7･12 区 選  挙 ２

委　　員 ３ 上村　正通 9区 10 区 選  挙 ２

〃 ４ 平山　春雄 14 区 13･14 区 選  挙 １

〃 ５ 中村　幹雄 1区 1区 選  挙 ２

〃 ６ 内山　慶治 8区 － 選任・土地 １

〃 ７ 小﨑　純一 12 区 4 区 選任・農協 ２

〃 ８ 内田　直美 9区 9区 選任・学識 １

〃 (川辺川） ９ 三川　時則 11 区 11 区 ( 山神 ) 選  挙 ２

〃 10 松尾　　學 3区 3区 選  挙 １

〃 11 松本　佳久 13 区 15･16 区 選任・共済 ５

〃 12 又村　元規 5区 5･6 区 選  挙 ４

〃 13 東　　明美 8区 8区 選任・学識 １

事　務　局　長 豊永　高希 14 区

農委事務局 一二三信幸 15 区

流動化担当 白川　　満 2区

中村　幹雄 氏 平山　春雄 氏 上村　正通 氏 小﨑　健二 氏 秋丸　安弘 氏

松尾　　學 氏 三川　時則 氏 内田　直美 氏 小﨑　純一 氏 内山　慶治 氏

東　　明美 氏 又村　元規 氏 松本　佳久 氏

山江村農業委員会委員名簿
　《任期：平成20年７月20日
　　　　～平成23年７月19日》
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村税等の滞納整理について

下
水
道
係
よ
り
の
お
願
い

　税源移譲（所得税から住民税）により、滞納額が増加しています。
　そこで、納税の公平性を図るため、滞納者に対して法令に基づく滞納処分の強化を
行います。
　村税を納期限までに納付せず、納税相談等もない場合には地方税法及び国税徴収法
の規定により『 差押え 』等の滞納処分を受けることがあります。

★村税の滞納整理の流れ★

　

日
頃
よ
り
、
農
業
集
落
排
水
の

推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て

最
近
下
水
道
に
、
流
し
て
は
い
け

な
い
も
の
が
混
入
し
ポ
ン
プ
等
の

故
障
が
頻
繁
に
起
き
て
い
ま
す
。

　

タ
オ
ル
等
の
布
製
品
や
固
形
物

又
は
廃
油
を
流
さ
れ
ま
す
と
石
鹸

の
よ
う
に
廃
油
が
固
ま
り
、
ポ
ン

プ
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
修
理
に
費
用
や
時
間
を
費
や

し
皆
様
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
誤
っ
て
流
し
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・預金‥５１件　・給与‥２件　・生命保険‥１件
・動産‥１件（物件数２６点）　・自動車‥１件
・不動産、その他の差押え‥１０件

総計‥６６件実施

納　期　限

平成１９年度　財産差押え実績

ポンプ復旧作業風景

復旧作業に約１時間かかります。

今回はガーゼが詰まってました 詰まっている状態

廃油が付いて白く
固まってます（ポ
ンプ故障の原因に
なります。）
※元の色は黒です。

滞納した
村　税　に
充　　当

督　　促

催　　告

財産調査

差　押　え

公売・換価

‥‥村税等を納期限までに納付いただけない場合は、おおむね次の手順で滞納整理を行います

‥‥地方税法の規定によりの納期限後、２０日以内に督促状を発送します

‥‥自主納付をお願いすべく文書、電話、訪問等の催告を行います

‥‥滞納処分は、滞納額がなくなるまで何度でも行います

‥‥地方税法、国税徴収法の規定により、金融機関、勤務先、取引先等に対し、質問、検査の
　　実施、居宅の捜索を行います
‥‥地方税法、国税徴収法の規定により財産の差押えを行います
　　※差押えする財産は、預貯金、給与、売掛金、不動産、動産があります
‥‥差押えた財産を公売（売却）、差押えた債権を徴収し、滞納した村税等に充てます。
　　※生命保険等は、解約して徴収する場合があります

☆督促を行っても完納されない場合は、滞納整理を実施します

◎山江村では、差押えた物件の換価を促進するため、現
在インターネット公売実施の手続きを行っています。
税の公平性確保のため、村では引き続き、毅然とした
態度でより厳正な処分を進めていきますので、村民の
方のより一層のご協力をお願い致します。

山江村役場 税務課　　☎ ２３－５６９２
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「
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
育
成
を
ど
う
考
え
る
か
！
」

　
　
　
　
　

山
江
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

歴
史
公
園
「
鞠き
く
ち
じ
ょ
う

智
城
」
を
訪
ね
て

　
　
　
　

第
２
回
高
齢
者
学
級

～
児
童
と
の
ふ
れ
あ
い
～

　
　
　

山
江
村
青
年
団
の
熱
血
学
習
会

　

７
月
28
日
、
午
後
７
時
30
分
よ

り
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
村
内
の
各
種
関
係
者
約

60
名
の
出
席
の
も
と
、
山
江
村
青

少
年
育
村
民
合
同
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。「
平
成
20
年
度
夏
の
青

少
年
健
全
育
成
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
」
期
間
中
に
合
わ
せ
て
開
催
し

た
も
の
で
、運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン「
み

ん
な
、
み
ん
な
の
子
ど
も
で
す
」

地
域
社
会
の
共
有
財
産
で
あ
る
青

少
年
を
、
地
域
社
会
全
体
で
育
成

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

内
山
慶
治
育
成
村
民
会
長
の
挨

拶
の
後
、
啓
発
ビ
デ
オ
「
薬
物
乱

用
防
止
Ｎ
Ｏ
！
脳
か
ら
の
警
告
」

の
鑑
賞
し
、「
管
内
に
お
け
る
青

少
年
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
山
江
駐
在
所
平
野

清
文
所
長
の
講
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
討
議
と
し
て

参
加
者
を
５
班
に
分
け
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
、
村
内
の
各
種

団
体
や
小
中
学
校
長
、
保
護
者
会

長
や
公
民
分
館
長
が「
こ
れ
か
ら
、

山
江
村
の
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育

て
て
い
く
か
。」
を
テ
ー
マ
に
各

グ
ル
ー
プ
で
討
議
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
討
議
の
発
表
で

は
、「
子
ど
も
が
外
で
遊
ぶ
姿
が

少
な
く
な
っ
た
」「
親
の
無
関
心

が
増
え
た
」「
何
で
も
買
い
与
え

す
ぎ
」「
家
庭
で
の
し
つ
け
が
で

き
な
い
の
で
は
」
な
ど
、
沢
山
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
結

果
を
受
け
て
、古
賀
教
育
長
よ
り
、

昔
遊
び
や
地
域
で
の
世
代
間
交
流

が
減
少
傾
向
に
あ
る
今
日
、
子
ど

も
た
ち
を
正
し
く
育
成
す
る
上
で

は
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

育
て
る
」
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

今
後
も
あ
い
さ
つ
運
動
の
推

進
、
地
域
・
学
校
の
情
報
の
共
有

や
組
織
の
連
携
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

８
月
６
日
㈬
、

国
指
定
遺
跡
で
、

国
営
公
園
化
を

目
指
し
て
い
る

「
鞠
智
城
」（
山

鹿
市
）
の
歴
史

文
化
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
高
齢

者
学
級
に
は
、

約
50
名
の
参
加

が
あ
り
、
９
時

に
山
江
村
歴
史

民
俗
資
料
館
を
出
発
、
歴
史
文
化
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
の
研
修
は
、
県
立
装
飾
古
墳
館

見
学
。
古
代
の
装
飾
品
な
ど
数
多
く
展
示
さ
れ

て
お
り
、
当
時
の
技
術
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
研
修
地
を
県
立
公
園
鞠
智
城
に
移

し
、
ま
ず
、
広
大
な
敷
地
に
目
を
奪
わ
れ
つ
つ

見
学
を
行
い
ま
し
た
。
鞠
智
城
で
は
、
案
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
待
っ
て
お
ら
れ
、
３
班

に
分
か
れ
て
説
明
を
受
け
た
。
中
で
も
、
鼓
楼

（
八
角
建
物
）
整
備
費
５
億
円
や
、
米
倉
（
校
倉

造
）、
兵
舎
な
ど
の
建
物
が
復
元
整
備
さ
れ
て
お

り
、
構
想
規
模
の
大
き
さ
に
も
驚
か
せ
ら
れ
た
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
学
級
で
は
各
地
区
の
老
人

会
長
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
学
習
会
の
案
内

を
い
た
し
ま
す
の
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

山
江
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
─
３
６
０
４

　

８
月
17
日
に
山
江
村
青

年
団
主
催
に
よ
る
「
熱
血

学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

熱
血
学
習
会
は
平
成
18

年
度
か
ら
夏
休
み
の
宿
題

を
手
伝
う
形
で
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

第
３
回
と
な
る
今
年

は
、
文
化
協
会
書
道
部
の

共
催
に
よ
る
書
道
教
室
を

行
っ
た
あ
と
、
青
年
団
と

昔
の
遊
び
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
習
会
の
最
後
に
は

青
年
団
と
児
童
が
一
緒
に

お
に
ぎ
り
作
り
を
行
い
、

会
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ま
ず
文
化

協
会
書
道
部
の
共
催
に
よ

る
一
日
書
道
教
室
が

行
わ
れ
、
書
道
部
の

部
員
方
が
児
童
た
ち

に
手
取
り
足
取
り
で

文
字
の
バ
ラ
ン
ス
や

書
き
方
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
休
憩
に
お
や
つ

を
食
べ
た
後
、
体
育

館
に
移
動
し
青
年
団

員
が
小
学
生
の
こ
ろ

に
遊
ん
だ
『
天
上
中

下
』
と
『
田
鬼
』
紹

介
。
一
通
り
遊
ん
だ

後
、今
度
は
児
童
か
ら
『
だ

る
ま
さ
ん
の
一
日
』
と
い

う
青
年
団
員
の
知
ら
な
い

遊
び
が
紹
介
さ
れ
て
、
青

年
団
員
も
始
め
て
の
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

青
年
団
長
の
谷
口
団
長

は
「
書
道
教
室
共
催
の
も

と
、
前
回
と
一
味
違
っ
た

学
習
会
が
出
来
て
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
青
年
団
だ
か
ら

教
え
ら
れ
る
こ
と
を
と
昔

の
遊
び
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
児
童
か
ら
も
私
た
ち

の
知
ら
な
い
遊
び
を
紹
介

さ
れ
て
、
新
鮮
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
」
と
満
足

気
で
し
た
。
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未
来
に
つ
な
げ
よ
う
山
江
の
緑

「
万
江
川
水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
下
刈
活
動

「
夏
休
み
一
日
習
字
教
室
」

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
先
生
が
や
っ
て
き
た
！　
―
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
補
助
員
と
し
て
活
躍
―

　

８
月
23
日
に
「
万
江
川
水
源
の

森
づ
く
り
」
下
刈
り
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

空
模
様
と
な
り
、
南
稜
高
校
生
の

参
加
は
見
送
ら
れ
た
も
の
の
、
西

日
本
高
速
道
路
㈱
（N

E
X

C
O

西

日
本
）
や
遠
く
は
福
岡
県
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
約
40
名
で
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。　

開
会
式

は
小
雨
交

じ
り
だ
っ

た
も
の
の
、

次
第
に
雨

も
上
が
り
、

草
刈
機
や

造
林
鎌
で

９
時
40
分

ご
ろ
か
ら
作
業
開
始
。
林
研
ク
ラ

ブ
に
よ
る
下
準
備
も
あ
り
作
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
１
時
間
後
に

は
約
1.3
㌶
の
森
の
下
刈
り
が
終
わ

り
ま
し
た
。

　

森
林
の
育
成
は
、
私
た
ち
山
江

村
の
環
境
保
全
の
み
な
ら
ず
、
二

酸
化
炭
素
抑
制
、
水
源
と
し
て
の

機
能
な
ど
を
考
え
る
と
、
地
球
規

模
で
の
環
境
保
全
で
あ
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
間
伐
や
植
樹
作
業
の
計

画
が
あ
り
、
身
近
に
で
き
る
環
境

保
全
活
動
と
し
て
の
「
万
江
川

水
源
の

森
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
」
に

ご
理
解

と
多
く

の
方
の

参
加
を

い
た
だ

き
た
い

と
思
い

ま
す
。

　

山
江
村
文
化
協
会
書
道
部
で

は
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
和

室
に
お
い
て
８
月
17
日
、
村
内
の

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
、
今

年
で
３
回
目
と
な
る
夏
休
み
一
日

習
字
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
書
道
部
員
が
指
導

者
と
し
て
参
加
し
た
小
学
生
21
名

の
児
童
に
、
各
学
年
の
課
題
（
事

前
に
お
手
本
を
一
人
一
人
用
意
）

に
つ
い
て
丁
寧
に
指
導
さ
れ
た
。

　

指
導
者
の
一
人
、
内
田
綾
子
さ

ん
は
、「
習
字
が
初
め
て
の
子
ど

も
も
い
て
大
変
で
し
た
が
、
こ
れ

を
機
に
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。
み
ん
な
と
て
も
ま

じ
め
で
し
た
。」と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

習
字
を
初
め
て
経
験
し
た
山

田
小
学
校
一
年
の
新
山
涼
太
君
は
、

「
と
て
も
や
さ
し
く
教
え
て
も
ら

っ
た
の
で
、う
ま
く
書
け
た
。
早
く
、

お
母
さ
ん
に
見
せ
た
い
。」
と
、
嬉

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
江
村
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
ド
イ
ツ
か
ら
来
ま
し
た
ス
テ

フ
ァ
ニ
ー
・
サ
ユ
リ
・
フ
リ
ー
ガ

ー
19
歳
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
て

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
一
年

間
、
日
本
に
滞
在
し
ま
す
。

　

私
の
父
は
ド
イ
ツ
人
、
母
は
日

本
人
で
す
。
母
は
山
江
出
身
で
す

の
で
、
山
江
に
は
小
さ
い
頃
に
２

回
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
幼
か
っ
た
の
で
あ
ま
り
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
日
本
を

も
っ
と
知
っ
て
日
本
語
を
勉
強
し

た
い
で
す
。
山
江
に
来
れ
て
う
れ

し
い
で
す
。
現
在
、
山
江
村
の
小

学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ブ
ル
ー
ス
先
生

の
補
助
員
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も

か
わ
い
い
で
す
ね
。
山
江
に
来
て

す
ぐ
に
、
村
を
一
周
し
た
時
、
き

れ
い
な
山
と
す
ば
ら
し
い
自
然

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
山
江
村
に
来
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
と
い

い
一
年
を
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

「一定面積以上の土地取引には、
　届出が必要です」
　一定面積以上の土地を売買等したときは、契約後に権
利取得者（買主）が届出をする必要があります。
○届出の必要な取引
　売買、交換、売買予約、譲渡担保、代物弁済等
○届出の必要な土地の面積

○届出期限
　・契約（予約を含む）締結日から２週間以内（締結日を含
みます）

○届出窓口
　・土地の所在する市町村の国土利用計画法担当課

お問い合わせ先
・山江村役場総務課　　☎0966-23-3111
・熊本県地域振興部地域政策課　　☎096-333-2170

区　　　　　域 届 出 対 象 面 積

都市計画区域 市街化区域 2,000㎡以上
上記以外の区域 5,000㎡以上

都市計画区域外 10,000㎡以上
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山
江
村
消
防
団
第
４
分
団
が
出
場

「
第
26
回
球
磨
郡
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」

　

平
成
20
年
７
月
27
日
㈰
水
上
村

で
開
催
さ
れ
た
球
磨
郡
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
に
山
江
村
消
防
団
の

代
表
と
し
て
第
４
分
団
が
出
場
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
第
26
回
を
数

え
、
競
技
種
目
と
し
て
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
と
ポ
ン
プ
車
の
部
が

あ
り
、
４
分
団
は
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
出
場
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
天
気
も
よ
く
絶
好

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
は
、
球
磨
郡
９
町

村
か
ら
各
１
チ
ー
ム
の
９
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
４
分
団
は
、
２
番
目

に
出
場
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
各

町
村
か
ら
選
抜
さ
れ
た
分
団
と
あ

り
、
各
選
手
と
も
こ
れ
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
し
た
こ

と
も
あ
り
、
動
作
、
迅
速
性
な
ど

レ
ベ
ル
が
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
４
分
団
は
、
健
闘

し
た
も
の
の
第
６
位
、
優
勝
は
五

木
村
消
防
団
、
２
位
に
錦
町
消

防
団
、
３
位
に
湯
前
町
消
防
団
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
車
の
部

は
湯
前
町
消
防
団
が
優
勝
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
大
会
出
場
に
向
け
練

習
を
重
ね
て
き
た
第
４
分
団
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
、
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

職
員
、
後
援
会
を
始
め
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
各
関
係
者
の
方
々
に

感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

出
場
者
は
次
の
と
お
り

第
４
分
団

　

分
団
長　
　

酒
井　

伸
治

　

指
揮
者　
　

川
瀬　

光
一

　

１
番
員　
　

平
川　
　

勝

　

２
番
員　
　

松
本　

聖
司

　

３
番
員　
　

谷
口　

博
一

～　ご 挨 拶　～
　山江村商工会は、昭和43年７月10日の設立から、今
年でちょうど40周年と言う節目の年を迎えることとな
りました。これもひとえに村内において商業や工業な
ど様々な経済活動を営まれている商工業者の皆様のお
かげであり、また地元の商工業者を長年にわたりご利
用頂いた地域の皆様方のおかげです。
　そこで今回は、商工会をご支援頂いている皆様方に
感謝の意味を込めて記念の落語会を実施いたします。
　プロの落語家さんのお噺で、腹を抱えて笑っていた
だき、その笑いを原動力に今後の山江村地域経済の発
展に繋げてゆきたいと考えています。
　入場無料です。是非お気軽にお越し下さい。お待ち
しております。
※一般席は先着順です。満席になった場合は、入場制
限を行う場合があります。
　　　　　　　　山江村商工会
　　　　　　　　　　会長　日熊正守　ほか役員一同

立 川 生 志（ たてかわ しょうし ）

【福岡県筑紫野市出身】
1988年　立川談志入門
　　　　　　　（笑志）
1997年　二ツ目昇進
2008年　真打ち昇進
　（笑志 改メ 立川生志）
　受　賞　歴
1994年度
『にっかん飛切落語会』
　努力賞 受賞
1995年度
『にっかん飛切落語会』
　若手落語家奨励賞 受賞

1996年度『にっかん飛切落語会』 若手落語家奨励賞 受賞
1999年度『にっかん飛切落語会』 若手落語家奨励賞 受賞
2001年度『にっかん飛切落語会』 若手落語家奨励賞 受賞
2002年度『ＮＨＫ新人演芸大賞』 審査員特別賞 受賞
　　　　『彩の国落語大賞』殊勲賞 受賞
　　　　『にっかん飛切落語会』優秀賞 受賞
2003年度『彩の国落語大賞』技能賞 受賞
　　　　『にっかん飛切落語会』日刊スポーツ特別賞 受賞

立川生志ってどんな落語家？
　「福岡大学落語研究会」に所属。大学を卒業後、2 年間サラリーマン生活を送るが、落語家への夢を諦め
きれず、1988 年立川談志の門を叩き、立川流一門の落語家としてスタートしました。
　1997 年には二ツ目に昇進し、テレビやラジオ等様々な場で活動を続けながら多くのファンを楽しませ、
その間に若手落語家として数々の賞を受賞されております。
　修練・努力を積み重ね、入門から 20 年目にしてめでたく立川流真打昇進。その実力は折り紙付です。

山江村商工会－設立 40 周年記念　『 立 川　生 志　落 語 会 』
平成 20 年 10 月 25 日 ( 土 )　　山江温泉ほたる　1 階大広間

開場：15：30 ／開演：16：00
入場料金：無料（ただし、温泉入浴料は別となります）

主催：山江村商工会　　後援：山江村・山江村教育委員会・熊本日日新聞・㈱人吉新聞社
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平成19年度一般会計歳入合計は

26億923万6,232円
平成19年度一般会計歳出合計は

24億8,507万4,347円
歳　入 歳　出

村税
6.74％

自主財源
20.93％依存財源

79.07％

その他の内訳
　■分担金及び負担金　　■繰入金
　■使用料及び手数料　　■繰越金
　■財産収入　　　　　　■諸収入

その他の内訳
　■地方贈与税　　　　　　　　　■自動車取得税交付金
　■利子割交付金　　　　　　　　■地方特例交付金
　■配当割交付金　　　　　　　　■交通安全対策特別交付金
　■株式等譲渡所得割交付金　　　■地方消費税交付金

地方交付税
53.89％
地方交付税
53.89％

国庫支出金
4.20％

村債
10.34％

県支出金
6.13％

その他
4.51％ その他

14.19％

総務費
19.47％

教育費
6.93％

土木費
8.37％

公債費
12.33％

民生費
16.78％農林水産業費

15.53％

土木費
8.37％

消防費
3.98％

災害復旧費
1.63％

公債費
12.33％

衛生費
11.76％

議会費
2.67％

民生費
16.78％農林水産業費

15.53％

商工費
0.55％

歳　入　科　目
205,091,914
34,148,886
41,381,080
30,914,681
46,392,048
140,232,950
31,167,912
44,255,000
850,000
553,000
267,000

14,041,000
2,466,000

1,455,525,000
1,088,000
27,835,000
123,927,494
152,999,267
25,000,000
231,100,000

2,609,236,232

7.86
1.31
1.59
1.19
1.78
5.37
1.19
1.70
0.03
0.02
0.01
0.54
0.09
55.78
0.04
1.07
4.75
5.86
0.96
8.86

100.00

決　算　額（円） 割合（％）
14.8
2.6
0.6

△ 15.6
△ 30.9
25.6

△ 64.0
△ 36.6
33.9
43.6

△ 16.8
△ 5.4
△ 31.0

1.9
2.4

△ 3.4
11.2
△ 5.8
皆増

△ 15.7
△ 1.6

前年度比 分　類

自主財源

依存財源

̶̶

歳　出　科　目
55,384,115
471,272,189
515,182,825
313,283,063
351,438,690
19,211,354
145,875,483
102,812,548
169,407,774
8,930,991

332,275,315
2,485,074,347

2.23
18.96
20.73
12.61
14.14
0.77
5.87
4.14
6.82
0.36
13.37
100.00

決　算　額（円） 割合（％）
△ 17.5
△ 3.6
22.2
6.1

△ 9.9
37.9

△ 30.6
2.8

△ 2.6
△ 78.3

7.3
△ 1.1

前年度比

一般会計決算の概要平成19年度

村 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
地方消費税交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 附 金
村 債
合　　　計

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
合　　　計

事　業　区　分
562,767,263
524,533,929
361,395,959
164,335,666
300,983,654

△ 0.8
4.1

100.0
2.4

△ 7.3

決　算　額（円） 前年度比
国民健康保険事業
老人保健医療事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業

指標でみる財政事情

特別会計
【歳 入】

事　業　区　分
538,446,599
518,460,934
345,145,363
158,461,677
270,033,960

△ 0.6
7.7

126.9
1.9

△ 12.5

決　算　額（円） 前年度比
国民健康保険事業
老人保健医療事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業

【歳 出】

指標の種類 経常収支比率 実質公債費比率 財政力指数

自前の財源割合

1に近いほど余裕

0.15

借金返済金の割合

18％以上　 注意
25％以上　 危険

10.1％

自由に使えない資金の割合

65％～75％　適正
75％以上　　　注意

85.3％

意味

判断の目安

平成19年度　山江村

【経常収支比率】
　財政構造の弾力性（余裕）を示すもの。支出のうち
人件費や物件費、公債費など、毎年度必ず支払う経費
を「経常的経費」という。また、村税や地方交付税な
ど毎年常に収入される財源を「経常一般財源」といい、
使い道が自由な経常一般財源から経常的経費に充てら
れる割合を経常収支比率という。比率が低いほど自由
に使える資金が多いことになる。

【実質公債費比率】
　市町村の規模にふさわしい標準的な一般財源の規模
を「標準財政規模」といい、これに対する公債費の割
合を「実質公債費比率」という。現在借りている借金
が妥当かどうかを判断する数値である。この数値が
25％を超えると村債の発行が制限される。

【財政力指数】
　地方公共団体の財政力を示す指数で、1に近くもし
くは1を超えるほど財政に余裕があるとされる。
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第 18 回村民ゴルフ大会
開催のお知らせ

　この度、山江村体育協会ゴルフ部（部長 中
山　休）主催によります第 18 回村民ゴルフ
大会を次のとおり計画していますので、皆さ
ん気軽に参加下さいますようお願いします。
　
日　　時　平成２０年１１月２日（日）
　　　　　午前９時３８分スタート
会　　場　熊本クラウンゴルフクラブ
　　　　　（あさぎり町深田）
募集人数　１４組５６名（申し込み順締切）
参 加 費　３，０００円（賞品代、懇親会費）
　　　　　プレー代は別
プレー代　９，６００円（乗用カートセルフ・
　　　　　ランチ、ドリンク込み）
参加資格　山江村在住者及び出身者、山江村
　　　　　内事業所従事者、賞品提供者
申込期限　平成２０年１０月１７日（日）
申込み及び問合せ
　山江村役場　土屋、平山
　TEL：０９６６－２３－３１１１

計量器の定期検査について
取引や証明に使用する計量器は法律（計量法第１９条）に
より２年に１回の定期検査を受けるよう義務付けられてい
ます。
つきましては、次の日程で検査が行われますので、該当す
る計量器をお持ちの方は受験されますようお願いします。

１　日時・場所　
検査日 時間 場所

平成２０年１０月３日（金） 午前９時～午後１２時
午後１時～午後３時

山江村役場

２　持参物
計量器（質量計等）、手数料（１台あたり５００円～２,
２００円）

３　検査対象計量器
　・商店等で商品の売買等に使用するかはり
　・学校、保育園等で使用している体重測定用のはかり
　・農協等流通物資の集荷、出荷等に使用するはかり
　・農業等の生産者が生産物の売買に使用するはかり

４　問い合わせ先
　山江村役場産業情報課（☎0966-23-3112）
　（社）熊本県計量協会（☎096-367-7816）
　熊本県産業技術センター計量検定部（☎096-369-2151）

夜
空
に
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に
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当
日
は
、
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に
も
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ま
れ
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祭
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日
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と
な
り
、
村
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今
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。
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熊本県母子家庭等就業支援講習会
簿記 (日商 3 級準拠 )・パソコン財務会計主
任者 (2 級 ) 講習会募集
　熊本県母子家庭等就業・自立支援センターにおいては、母
子家庭の母の就労を支援する一環として簿記 3 級・パソコン
財務会計主任者 2 級の講習会を開催します。
1.　講座内容（期日、講習科目、会場等）
　期日：H20.11.19 ～ H21.2.4（毎週水曜日）
　　　　H21.2.14･15･18･22
　会場：県庁

※講習科目等詳しい内容については役場健康福祉課にお
尋ねください。

2.　募集対象
　次のいずれも満たす方

⑴熊本市を除く県内市町村在住の母子家庭の母又は寡婦
⑵就業のため簿記習得の必要のある方で、講習の全日程に出席

できる方
3.　受講費用　テキスト代：４，０００円程度
4.　受講申込及び受講者の決定

⑴　山江村健康福祉課窓口で受講申込を行ってください。
（締切：１１月７日）

⑵　受講決定者については、熊本県健康福祉部少子化対策
課から通知します。

＜問い合わせ先＞
　　熊本県母子家庭等就業・自立支援センター
　　　〒 860-0842　熊本市南千反畑町 3 番 7 号
　　　TEL 096-351-8777　FAX 096-359-8022
　　熊本県健康福祉部少子化対策課子ども家庭福祉室 　
　　　〒 862-8570　熊本市水前寺 6 丁目 18 番 1 号
　　　TEL 096-333-2229　FAX096-383-1427

平成２１年度 第６３回「児童福祉週間」
標語募集について

〈募集内容〉
　元気で頑張る子どもたちを応援する標語や、未来に
向けての子どもたちからのメッセージとなる標語を募
集します。

〈応募資格〉　どなたでも応募できます。
〈応募方法〉　はがき、封書またはファクシミリによる

応募。官製（私製）はがき、封書またはファクシミ
リで応募してください。応募にあたりましては、標
語の他、各用紙ごとに必要事項として、郵便番号、
住所、氏名（フリガナ）、年齢、職業、電話番号を
記入してください。

〈応募期間〉　１０月１５日（水）まで
※郵送の場合は、当日消印有効とします。
※入賞者には主催者から直接ご連絡いたします。

〈主催者〉
厚生労働省、（社福）全国社会福祉協議会、（財）こ
ども未来財団

〈応募先〉〒 105 － 0003　東京都港西区西新橋３－３
－１　西新橋ＴＳビル８Ｆ

（財）子ども未来財団「標語募集」　係宛
ファクシミリ番号　０３－６４０２－４８３０

　9 月 3 日（水）、新層の川辺川造成団地で加工用人参の播種が行われました。播種は撒きやすいように、種を加工したものを使い、
専用の播種機により作業が行われました。
　この人参は熊本県果実連のジュース向けに加工されることが決まっており、今年は
山江村の生産農家 5 名が約 1ha の人参栽培に取り組むこととなりました。
　播種時には内山村長も参加し、「今まで川辺川造成団地では比較的水の必要でない
作物を作ってきましたが、地下水ポンプアップによる暫定水源がきたことで、水のあ
る農業への第１歩となりました。モデルとして是非成功していただきたい」と挨拶。
　現在造成団地では焼酎用の甘しょ作りも盛んになってきたましたが、加工用人参栽
培は播種が 9 月、収穫が 12 月～ 1 月と作業期日も重なっておらず、多種品目栽培に
よる所得の増加が期待されています。
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き
た
い
。」
と
祝
辞
を
述
べ
、
最

後
に
受
賞
者
を
代
表
さ
れ
豊
永
富
士
人
さ
ん
が
「
小

さ
な
幸
せ
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
２
人
で

こ
の
山
江
村
で
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

幾
久
し
く
夫
婦
仲
良
く
、
す
ば
ら
し
い
人
生
を
送

ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

水を使った大規模農業始まる！
川辺川造成団地で加工用人参の栽培

◎
白
川　

正
義
＝
ツ
キ
（
２
区
）

◎
秋
内　

正
＝
敏
子
（
２
区
）

◎
岡
本　

昭
光
＝
黎
子
（
４
区
）

◎
田
上　

重
信
＝
シ
マ
子
（
４
区
）

◎
久
米
田　

健
一
＝
ハ
ナ
子
（
８
区
）

◎
丸
山　

止
＝
キ
リ
子
（
８
区
）

◎
東　

覺
男
＝
サ
ワ
子
（
８
区
）

◎
前
田　

義
照
＝
チ
ヨ
カ
（
９
区
）

◎
岡
本　

一
二

　

＝
幸
子
（
10
区
）

◎
原
先　

正
春

　

＝
利
子
（
11
区
）

◎
田
山　

豊
喜

　

＝
タ
ミ
子
（
11
区
）

◎
寶
代　

正
則

　

＝
慶
子
（
13
区
）

◎
豊
永　

富
士
人

　

＝
ア
ヤ
子
（
14
区
）

◎
橋
本　

幸
人

　

＝
タ
キ
エ
（
14
区
）

寄
り
添
い
て
50
年

　

― 
金
婚
夫
婦
表
彰
14
組 

―
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犬及びねこ引取り手数料導入のお知らせ
　平成２０年１０月１日から、飼い主のいる犬及びねこについて保健所へ引取りを依頼する場合には、飼
い主責任の明確化や受益者負担等の観点から下記のとおり手数料が必要になります。
犬やねこをはじめとして、ペットを飼う際は、最期まで責任を持って飼えるかな
ど、将来にわたった計画を立てたうえで飼うようにしましょう。

１　手数料の額
　（１）犬
　　ア　 生後９１日以上１頭につき　２，０００円
　　イ　 生後９１日未満１頭につき  　　４００円
　（２）ねこ
　　ア　 生後９１日以上１匹につき　１，０００円
　　イ　 生後９１日未満１匹につき  　　２００円

※犬やねこを捨てることは犯罪行為です。法律により処罰（５０万円以下の罰金）されます。

２　引取場所
　・最寄りの保健所。
　（事前にご相談ください）
３　問い合わせ先
　・人吉保健所衛生環境課
　　（電話：０９６６－２２－３１０７）

◎  アルコールと高血圧  ◎
医療費
適正化
シリーズ
　酒にはたくさんの良い効果があります。適量の飲酒であれば、ＨＤＬコレステロール（善玉コレステロ
ール）を増やすなど、血液の流れを良くします。
　しかし、飲酒が習慣化すると、徐々に飲む量が増加する傾向があり、健康を害するケースがあります。
多量の飲酒は、肝臓病、肥満、糖尿病、高血圧などさまざまな病気を起こします。その中でも、山江村で
一番多い病気は高血圧であり、高血圧はただ血圧が高いということだけではなく、高い圧力を長い間血管
にかけ続けることで、死に至るさまざまな合併症を起こします。放っておくと、血管がつまったり破れたり、
動脈が硬化する問題が、人間にとって極めて大切な脳や心臓などで起きます。

■高血圧の合併症
　○脳　　・脳出血（血管が破れる）
　　　　　・脳梗塞（血管がつまる）
　○心臓　・心肥大（より強い力で血液を送るため、筋肉が厚くなる）
　　　　　・心不全
　　　　　・狭心症（血管が狭くなる）
　　　　　・心筋梗塞（血管がつまる）
　○腎臓　・腎硬化症
　　　　　・腎不全（動脈硬化を起こし、腎臓へ流れる血流の量がへって、機能が低下）

　以上の事をふまえ、山江村ではアルコールと上手に付き合うために、月曜・火曜の２日間を「休肝日」
として実施することで、村民の皆さんの健康づくりを推進しております。健康で長生きするためにも、皆
さんのご協力をお願いします。



広報やまえ　平成 20 年９・10 月　第 222 号15

住民健診のお知らせ

　住民健診の時期が近づいてきました。今年度からメタボリックシンドローム予防に着目した特定健診・
特定保健指導が始まります。生活習慣病予防、病気の早期発見のため、健診は１年に１回受けましょう。
　次の日程で実施しますので、申し込まれた方は受診されますようお知らせします。混雑を避けるため、
各地区で受付時間が決まっています。受付時間は必ず守ってください。

日時 行政区 場所 受付時間

10 月 24 日
（金曜日）

10

福祉保健センター
健康の駅

午前　７時３０分～午前　８時３０分

11 午前　８時３０分～午前　９時３０分

12 午前　９時３０分～午前１０時３０分

9 午前１０時３０分～午前１１時３０分

10 月 25 日
（土曜日）

6

福祉保健センター
健康の駅

午前　７時３０分～午前　８時３０分

7 午前　８時３０分～午前　９時３０分

8 午前　９時３０分～午前１０時３０分

5 午前１０時３０分～午前１１時３０分

10 月 26 日
（日曜日）

2

福祉保健センター
健康の駅

午前　７時３０分～午前　８時３０分

3 午前　８時３０分～午前　９時３０分

4 午前　９時３０分～午前１０時３０分

1 午前１０時３０分～午前１１時３０分

10 月 27 日
（月曜日）

14

福祉保健センター
健康の駅

午前　７時３０分～午前　８時３０分

15 午前　８時３０分～午前　９時３０分

16 午前　９時３０分～午前１０時３０分

13 午前１０時３０分～午前１１時３０分

　問い合わせ先
　　　山江村役場健康福祉課　電話２４－１７００

≪岩手・宮城内陸地震義援金報告≫
　先般より呼びかけをしておりました義援金ですが、ご協力いただいた皆様のおかげで多くの義援金が集
まりました。ありがとうございました。お寄せいただいた義援金は、岩手県・宮城県共同募金会へ送金い
たしました。引き続き義援金の受付を行っておりますので、ご協力いただける方は山江村社会福祉協議会
までご持参ください。
　また、共同募金会山江村分会では今年も１０月１日より１２月３１日まで、赤い羽根共同募金運動を予
定しております。皆様の温かいご支援ご協力をお願いいたします。

義援金実績額　　２８，６６３円
（協力者名）
　秋丸　初子　　　前田サヨ子　　　平瀬　幸男　　　中村　マリ
　前田　紀子　　　宮原　倉男　　　竹本神代郎　　　桐木　正男
　橋本晴次郎　　　管野　隆治　　　山江村社協職員一同　　　（敬称略）

ご協力ありがとうございました
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小型合併浄化槽設置事業
補助金交付の申し込みについて

　平成２０年度に小型合併処理浄化槽を設置される方で補助金を要望される方は役場健康福祉課に申請書を提
出してください。ただし、設置を平成２１年３月上旬までに終えなければなりません。
補助対象地域　　　　農業集落排水事業区域外
補助対象者　　　　　山江村小型合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱に定める者
申込に必要なもの　　申請書（添付書類あり）、住宅の延べ床面積の分かる図面
補助制度の内容　　　　区分　　　　５人槽　　　７人槽
　　　　　　　　　　補助金額　　500,000円　　600,000円
補助対象基数　　　　３基以内
問い合せ先　　　　　山江村健康福祉課保健衛生係（２４－１７００）

※　人槽は５人家族だから５人槽というのでなく、住宅の延べ床面積から何人槽になるかを算定します。

献血のお願い
期　日　平成２０年１１月１７日（火）
時　間　午前１０時から午後４時まで（昼を除く）
場　所　福祉保健センター「健康の駅」
その他　献血者には粗品進呈

「法の日」週間の行事について
１．行事名　無料法律相談会
２．日　時　１０月１５日（水）午前１０時から
　　　　　　午後３時まで
３．場　所　熊本地方・家庭裁判所人吉支部
　　　　　　人吉市寺町１番地
　　　　　　℡　０９６６－２３－４８５５
４．相談員　弁護士、調停委員、裁判所及び法務
　　　　　　局の職員
５．相談内容　一般法律問題、家庭問題、金銭問
　　　　　　　題、交通事故問題等
※　ご相談がある方は気軽にご利用下さい。

介護保険制度シリーズ（53）

　介護保険では、６５歳以上の方に介護保険被保険者証（薄いオレンジ色）を交付します。介護サー
ビスを利用される場合、この被保険者証を利用される介護サービス事業者窓口へ提出していただ
くことになります。介護サービスを利用するためには、山江村健康福祉課福祉係窓口に要介護認定
の申請し、認定された方に限られます。

介護保険被保険者証は介護サービスを利用される時まで大切に保管してください。

　介護保険について疑問や不安に思うことがありましたら、健康福祉課介護保険係までお気軽に
ご相談ください！
　健康福祉課　２３－３９７８

○介護保険被保険者証について
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戸籍窓口での本人確認について
　平成２０年５月１日から、戸籍・住民票等の交付請求の際に運転免許証、写真付住民基本台帳カードな
どの公的証明書による「本人確認」が法律上のルールになりました。
　顔写真付でない身分証明書については２つ以上の書類提示が必要となりますので、運転免許証などお持
ちでない方は、公的証明書として多いに活用できる「写真付住民基本台帳カード」の交付手続きをお勧め
いたします。
　「住民基本台帳カード」の交付手続き、手数料などについては健康福祉課までお気軽にお問い合わせく
ださい。

電話　0966－23－3978
健康福祉課戸籍係

高齢者医療シリーズ　⑵　　○医療の受けかた

　後期高齢者医療制度（「長寿医療制度」とも呼びます。）でも、７４歳以下と７５歳以上で受けられる医
療は変わりません。７５歳になってからもできるだけ自立した生活を送るために、「生活を支える医療」が
提供されます。

「生活を支える医療」とは

主治医が病気だけでなく、日常生活に支障がないかなど、高齢者の心とからだの全体をみながら、入院先
の紹介や在宅医療まで継続してかかわるしくみです。

○病院にかかるとき
保険証は、忘れずに病院の窓口へ提示してください。
○病院での窓口負担
１割または３割（現役並みの所得がある方）です。
※保険証に記載しています。

ご不明な点は、健康福祉課（２４－１７００）までお問い合わせください

一般　▷　１割 現役並み
所 得 者　▷　３割

人権川柳を作ってみませんか！！（※応募作品の著作権は、主催者に帰属します）

＊応募できる人　どなたでも応募できます。

＊応 募 方 法　郵送又は持参（用紙適宜・一人３点まで）住所・氏名・電話番号をご記入ください

＊募 集 期 間　平成 20 年 10 月１日（水）から平成 20 年 10 月 31 日（金）まで

＊応　募　先　熊本法務局　人吉支局（人吉総合病院前）

　　　　　　　　〒 868-0057　人吉市土手町 36-1　☎ 22-3393（FAX：24-3667）

19年度優秀作品
まもろうよ　だれでももっている　その権利
　あさぎり町　黒木晃洋さん
しらんぷり　いじめの始まる　第一歩
　人吉市　宮本武記さん

12 月４日から 10 日までの一週間は人権週間です。

それにちなんで人吉人権擁護委員協議会では人権についての川柳「人権川柳」を募集します
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よ
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の
ご
当
地
商
品
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

開
催
日　

平
成
20
年
10
月
18
日
（
土
）
～

19
日
（
日
）

開
催
場
所　

錦
町　

球
磨
商
業
高
等
学
校
内

お
問
合
せ　

０
９
６
６-
３
８-

２
０
５
２

学
ぶ
！
輝
く
！
伝
え
る
！

　
　
　
第
二
回
山
江
村
文
化
祭

　

山
江
村
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
第
２
回

山
江
村
文
化
祭
が
、
平
成
20
年
10
月
26
日

（
日
）、
山
江
村
体
育
館
を
会
場
に
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

午
前
９
時
よ
り
開
会
行
事
の
あ
と
、
協

会
各
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
舞
台
発
表
や
、
村

内
の
保
育
園
児
、
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

の
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。
会
場
に
は
、

各
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示
も
い
た
し
ま
す

の
で
、
村
民
の
方
々
の
ご
観
覧
を
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
歴
史
民
俗
資
料
館

で
は
、
村
内
の
保
育
園
・
小
中
学
校
児
童

生
徒
の
絵
の
作
品
展
（
第
3
回
ジ
ュ
ニ
ア

ア
ー
ト
展
）
10
月
15
日
～
24
日
ま
で
も
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

問
合
せ
先　

山
江
村
文
化
協
会
事
務
局

　

山
江
村
教
育
委
員
会
内

　

P
２
３-

３
６
０
４

平
成
20
年
度

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
村

民
体
育
祭

開
催
日
：
平
成
20
年
10
月
19
日

場　

所
：
山
江
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

本
年
度
は
村
制
施
行
１
２
０
周
年
に
あ

た
る
た
め
、
新
し
い
種
目
も
取
り
入
れ
て

お
り
ま
す
。

　

多
く
の
村
民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
７
月
23
日
～
８
月
10
日
ま
で
「

や
ま
え
！
お
ど
ん
が
陶
芸
展
」
が
あ
り

ま
し
た
。
山
江
村
文
化
協
会
所
属
「
陶

芸
部
」
10
人
の
陶
芸
展
で
す
。
昨
年
11

月
に
発
足
し
日
も
浅
い
の
で
す
が
、
傑

作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。
来
館
の
お
客
様
か

ら
「
こ
の
花
瓶
は
い
く
ら
で
す
か
？
」

と
値
段
の
お
尋
ね
も
あ
っ
た
程
で
し
た
。

10
人
の
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、「
陶
芸
は

生
涯
の
友
」「
不
器
用
だ
け
ど
・
・
」「
今

が
自
分
の
黄
金
時
代
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
体
験
教
室

も
好
評
で
焼
き
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
自
分
の
「
展
示
会
」
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
村
民
の
方
で

展
示
会
等
を
お
ら
れ
る
方
は
、
一
度
資

料
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
、
沢
山

の
方
の
資
料
館
へ
の
ご
来
館
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
便
り

「
や
ま
え
！
お
ど
ん
が
陶
芸
展
」
開
催

村
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
Ｃ
Ｄ
に

し
よ
う
！

　
「
山
江
讃
歌
」「
走
れ
ボ
ン
バ
ス
君
」
を

Ｃ
Ｄ
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

一
緒
に
歌
い
た
い
方
、
ご
興
味
の
あ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

連
絡
先　

山
江
村
役
場
産
業
情
報
課　

企

画
情
報
セ
ン
タ
ー　

川
口

　

P
０
９
６
６-

２
３-

３
１
１
２

　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

　
　
　
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
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平成20年８月31日現在
（平成 20 年８月 31 日までの受付分）

あかちゃんごたんじょう　　（　）は出生日
　横山　莉

りのん

音　（誠二・美紀）	 手石方	 （	7 ／		5）

　田中直
なおたろう

太朗　（淳一・知子）	 林田団地	 （	7 ／ 12）

　平川　彩
あやか

夏　（勝・美和）	 下の段	 （	7 ／ 30）

　岡本　旭
あさひ

生　（明季典・弘美）	 あさぎり町	（	7 ／ 30）

　城本　晟
せいら

良　（修・真由美）	 寺の下団地	（	8 ／		1）

　赤坂　帝
だいあ

光　（祐輔・博子）	 小山田	 （	8 ／		1）

　石本　椛
かのん

穏　（丈司・裕美）	 蓑原	 （	8 ／		9）

ご結婚おめでとう
　城子　淳一　（福岡）　　　　稲留　昌子　（蓑原）

　小栗　　啓　（西川内）　　　遠原　弘子　（球磨村）

おくやみ申し上げます　　　（　）は死亡日

　大戸　孝雄　　　（八千代）　　井手口	 （	7 ／		4）

　内田　秀治　　　（誠治）　　　別府	 （	8 ／		3）

　勝原　　麓　　　（星四郎）　　合戦峰	 （	8 ／ 13）

　宮田　健吾　　　（れい子）　　西川内	 （	8 ／ 13）

善意ありがとうございました
【香典返し】
　前田ヤス子	 板野アヤ子	 湯下　義則

　勝原星四郎	 田山　浩二	 米田ヤエ子

　高松千代子	 中村スミエ	 東　　孝子

　帯田　義則	 宮原ヤス子

【物品寄付】

　指宿　八郎　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　
東
　
京
　
便
　
り

第
２
の
ふ
る
さ
と
発
見

　

～
農
家
民
泊
を
通
し
た
感
動
的
な
体
験
～

　

７
月
に
福
島
県
の
会
津
坂
下
町
と
い
う
と
こ
ろ
に
行

く
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
農
家
民
泊
を
始
め
て
体
験
し

ま
し
た
。
２
軒
の
お
宅
に
泊
ま
っ
た
の
で
す
が
、
面
識

が
あ
る
と
は
言
え
他
人
の
お
宅
に
泊
ま
る
と
い
う
こ
と

で
最
初
は
少
し
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
不
安
も
一

変
、「
よ
く
来
た
ね
」
と
い
う
歓
迎
の
一
言
で
そ
れ
も

吹
っ
飛
び
、
２
日
間
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
軒
の
お
宅
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、“
も
て

な
し
過
ぎ
な
い
も
て
な
し
”
つ
ま
り
、
お
客
を
自
分
の

親
戚
の
よ
う
な
感
覚
で
受
入
れ
、
な
お
か
つ
自
分
も
楽

し
む
と
い
う
こ
と
を
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
特

別
な
こ
と
を
せ
ず
、
普
段
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
農

家
で
体
験
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
非
日
常

の
世
界
で
、
都
会
の
人
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
で

す
。
実
際
定
期
的
に
通
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
中
に

は
２
０
回
以
上
足
を
運
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。

　

ま
る
で
そ
の
家
庭
の
一
員
に
な
っ
た
と
思
え
る
、
あ

く
ま
で
自
然
体
な
こ
の
受
入
は
、
あ
る
意
味
ど
ん
な
高

級
ホ
テ
ル
よ
り
（
泊
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
…
）

最
高
な
も
て
な
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　

色
々
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
一

番
興
味
深
か
っ
た
の
が
、「
都
会
の
方
と
交
流
し
、
自

分
が
作
っ
た
農
産
物
の
こ
だ
わ
り
、
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
自
分
の
作
っ
た
も
の
に

惚
れ
、
定
期
的
に
農
産
物
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」

と
い
う
話
で
し
た
。
事
故
米
の
問
題
等
、
食
へ
の
不

安
が
益
々
広
ま
り
つ
つ
あ
る
現
在
に
お
い
て
、“
安
心

安
全
な
農
産
物
の
提
供
”
ま
た
、“
顔
が
見
え
る
農
業
”

は
都
会
の
方
に
と
っ
て
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う

で
す
。

　

前
述
し
た
都
会
の
方
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
、
ま
た
安
心
安
全
な
農
産
物
の
提
供
を
通
し
た
農
産

物
の
販
路
拡
大
は
も
と
よ
り
、
農
家
民
泊
に
は
潜
在
的

な
可
能
性
を
ま
だ
ま
だ
秘
め
て
い
る
と
感
じ
た
２
日
間

で
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
の
ふ
る
さ
と
会
津
坂
下
町
に
、
仕
事
で

は
な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

図書室だより
山江村歴史民俗資料館図書室

☀
今
回
の
目
玉
ニ
ュ
ー
ス
☀

　

只
今
、
熊
本
県
立
図
書
館
よ
り
100

冊
の
図
書
を
借
り
て
い
ま
す
。
生
活

に
役
立
つ
本
や
、
文
学
書
、
児
童
書

を
用
意
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
の
貸
出

し
期
間
は
１
週
間
で

す
。

開館時間：朝 9：00 ～夕方 5：00 ／休館日：祝日・年末年始

ハートブックデイ
毎週月曜日は
心広がる読書の日
ひとときを
読書で

過ごしましょう。

英会話
 

:  How  was  your  summer  vacation ? 

:  I  went  to  the  Yamae  summer  festival . 

:  Really!?  That’s  cool .

:  Yeah!  I  saw  a  lot  of  awesome  fireworks .

（夏休みはどうだった？）

（山江夏祭りに行ったよ）
（本当！？いいねぇ）

（そうなんだよ！すごい花火をたくさん見たよ）
※

＊＊＊　　今回は、夏休みについての会話です　　＊＊＊
ハ  ゥ ワ  ズ

アイ

ウ ィ リ ー

イ ヤ ー アイソ ー ア ロットォブ オ ー サ ム ファイヤーワークス

ザ ッ ツ クール

ウ ェ ン ト ゥ ザ ヤ マ エ

ユ  ア サ マ ー

サ マ ー フェスティボ

ベ ケイション

 
See you… 

 

Chestnut（栗）の
Yamame（やまめ）と

ALT

＊Yeah（ヤー）とはYes（イエス）の砕けた言い方です。友達などと話すとき
の相づち（うん）と同じです。

皆さん、元気ですか？ 今年の夏は暑い日が続きましたが、
いかがお過ごしだったでしょうか？ 今年の夏を思い出しながら英会話を楽し
んでみてください。



作り方作り方

時代の旅行

●
発
行
所
/山
江
村
産
業
情
報
課

　
〒
868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1

　
TEL 0966-23-3112  FAX 0966-24-5669

●
発
行
日
/

　
平
成
20年

9月
19日

発
行

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.vill.yam

ae.lg.jp
●
Eメ
ー
ル
 jouhou@

vill.yam
ae.lg.jp

●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷

くりの里やまえ

人口と世帯
平成20年8月31日現在

各課への直通電話がございます。
山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産業情報課
企画情報センター
税　 務　 課
健康福祉課
会　 計 　室
建　 設　 課
議会事務局
教育委員会
歴史資料館

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,946人（－12)

　男　　1,860人（－12)

　女　　2,086人（　  0)

世帯数　1,251戸（　  1)

■P２～３　特集～山江村の交通形態を考える～

■P４～　　村人インタビュー

■P５～17　村内トピックス

■P18～19　お知らせ
　　　　　　むらの動き

全国のボンネットバスが大集合！（2～3頁に記事掲載）

た　　びと　　き

山江村の情報はこちらから 山江村公式ホームページ　http://www.vill.yamae.lg.jp
やまえ村民てれび　         http://ystv.vill.yamae.lg.jp

全日本カヌー見事成功
　全日本カヌー大会は七月十五日万江川渓谷の淡島
を中心に開催され、地元淡島の受入れ態勢万全の裡
に六十人の選手、百名近い役員、三千人に上る大観
衆、RKBテレビ機械スタッフを吸収し、競技運用のう
まさと相まって大成功を収めた。各新聞、テレビ放送
で既報。
　全日本カヌースラローム、ワイルドウォーター大会
は快晴の七月十五日清流と緑と太陽を売物の所謂渓
谷美を誇る万江川で午前中スラロームを淡島コース
の六百米、午後ワイルドウォーターを屋形、淡島コー
スの三千五百米で実施され、奇岩と激流の中でレース
が繰り展げられた。

～記事より抜粋～

食欲の秋！
　秋の食材といえば、脂ののったさんまや鮭・鯖・
鰯にほくほくの里芋、その他きのこ・栗・柿‥‥と
思い出すだけでも食欲がわいてきます。
　季節の変わり目は特に体を崩しやすく、夏の疲れ
も残っているかもしれません。秋の夜長で食事の時
間まで遅くならないように、三度の食事の時間を決
めて、旬を味わい、体のリズムをとり、調子を整え
て、楽しい時を過ごしましょう。

エネルギー：184kcal 　たんぱく質：12.7ｇ
１鰯は頭と内臓を取り除く。トマトは湯むきし１㎝角に
切り、梅干しは種を除き適宜ちぎる。

２フライパンにオリーブ油を熱し、鰯を並べ両面をこん
がりと焼く。酒を加え、弱火で煮立て、鰯を取り出す。

３フライパンをペーパタオルでふき、オリーブ油を熱し、
トマトをいれ木べらで軽くつぶし、梅干しを加え時々
混ぜながら４～５分煮る。

４汁がトロリとしてきたら、鰯を戻しいれさっと煮て塩
少々で味を調える。器に盛り、スライスしたレモンと
パセリを飾る。

9月号2008
NO.222

SEPTEMBER

やまえ広報第22号（昭和48年8月1日発行）から

淡島に咲いた 　　
カヌーの花　

いわしの梅トマトソース煮

★材料（４人分）　分　量
・いわし　　　　　　４尾
・トマト　　　　　中４ヶ
・梅干し　　　　　大１ヶ
・オリーブ油　　　　大１
・　酒　　　　　　　小４　
・　塩　　　　　　　少々　
・レモン　　　　　　少々
・パセリ　　　　　 1/2ヶ

日野BA14改
（広島県）

ニッサンU592
（高知県）

ニッサンU690
（広島県）

トヨタDB90
（高知県）

トヨタDB100
（広島県）

「かよこバス」
（広島県）

いすゞBXD20
（大分県）

いすゞBXD30
（香川県）

いすゞBXD30
（山江村）

いすゞBX341
（新潟県）


